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１.　会社概要

　１.１　事業者名及び代表者名

　　　　　東海金属　有限会社

　　　　　代表取締役社長　福田　英幸

　１.２　会社創業年月日

　　　　　昭和58年2月14日 設立

　１.３　会社の組織

　　　　代表取締役社長　　　　　　本社　　　　　

　１.４　事業の概要

　　　非鉄金属全般の収集運搬・買い取り・加工及び販売

　１.５　事業所の所在地及び業務概要

　１.６　環境管理責任者及び担当者連絡先

　　　　　環境管理責任者　　　福田　英幸

　　　　　担当者　　　　　　　福田　英幸

　　　　　連絡先　　　　　　電　話　０９０－８００９－３３１２　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　E-mail   hyt-fu.mix3@docomo.ne.jp

　　　　　　　　　　　　　　URL      fuku3390@yahoo.co.jp

〒２６５－００５１

　千葉市若葉区中野町１６２８－５

℡（０４３）－２２８－４７９１

ＦＡＸ（０４３）－２２８－４７８７

千葉営業所

非鉄金属全般の収集

運搬・買い取り加工

（圧縮・切断）入

庫・出庫

認証範囲

非該当

該当

事業所名 所在地 業務概要

本社

〒１３３－００６１

東京都江戸川区篠崎町５－９－４　℡

（０３）－３６７０－２１７１

ＦＡＸ（０３）－３６７８－９１２６

（登記上の所在地）

本社宛電話受信のみ

認証・登

録
千葉営業所



１.７　事業の規模

　（1）資本金　　３００万円

　（2）売上高　　５０５百万円 

　（3）主要製品の生産量・出荷量（2022年度）

　（4）従業員数

　（5）事業所の敷地・建屋面積

１.８　施設等の状況

〔主な機械設備及び車両等〕

１.９　許認可・届出及び社外団体加入

一般財団法人持続性推進機構 エコアクション２１　認証登録

団体加入

許認可・加入・届出の区分 　名　　　称

非鉄金属リサイクル全国連合会

東京非鉄金属商工協同組合

シャーリング機・プレス機 ー 2

２トン天上クレーン ー 1

回転フォークリフト（ディーゼル車） 4トン・3.5トン 2

台貫・小貫 50トン・3トン 2

大型・中型トラック　（ディーゼル車） 11トン・4トン 2

営業車　（ガソリン車） 乗用車 1

千葉営業所 344.99㎡ 172.80㎡

台数能力仕様設備車両等

事業所名 敷地面積 建屋延べ床面積

本社 ー ー

取扱品目 取扱量

非鉄金属（銅・アルミ・真鍮等） １,１５４ｔ

社員 2名



承認 作成

改訂履歴

版数 改訂月日 承認 作成者

第2版 H23.10.1 （福田） （福田）

（福田）

代表者

福田　英幸

作成：2011/10/1

（福田）

環境管理

　　責任者

部門責任者

役職

代表者

環境管理実施体制表

実施体制の構築

改定理由

代表者変更のため

環境管理責任者及びＥＡ21事務局

福田　英幸

部門責任者

福田　英幸

責任および権限

①経営における課題とチャンスを整理し明確にする。

②環境経営に関する方針（環境経営方針）を定め、誓約する。

③効果的で必要十分な実施体制を構築し、役割、責任及び権限を定め全従業員に周知する。

④環境経営に必要な資源（人財･資金・設備・情報）を用意する。

⑤環境経営全体の取組状況を評価し、総括的な見直し、必要な指示を行う。

１、環境負荷と環境への取組状況の把握及び評価

２、環境関連法規の取りまとめ

３、環境目標及び環境活動計の策定

４、環境コミュニケーション

５、取組状況の確認及び問題の是正

６、環境関連文書及び記録の作成・整理）

７、その他

１、教育・訓練の実施

２、実施及び運営

３、環境上の緊急事態への準備及び対応

４、その他



４．　環境経営方針　

　　　　　　　　　　　　　　　環　境　経　営　方　針

持続可能な資源循環型社会の構築に向けて、非鉄金属リサイクル事業における流通を担って

いる当社、東海金属有限会社では、非鉄金属の仕入れ、選別、売買、輸送の事業活動を通じて、

常に下記の重点項目に基づき環境への影響を配慮して、環境への負荷の低減と資源の循環に

努めます。

１．環境経営システム（エコアクション２１）に取組み、環境関連法規、条例等を遵守する

とともに、地域、業界、顧客の環境関連要求事項に配慮しつつ、環境活動の継続的改善

を図ります。

２．環境目標及び活動計画として下記の重点項目を設定する。

　　

（1）   二酸化炭素排出量の削減

　　①  電力エネルギー量の削減　

　    ② 化石燃料使用量の削減

（2）   廃棄物削減活動の推進

（3）   節水活動の推進

         地下水利用及び節水

（4）   グリーン購入の推進

（5）   環境配慮商品・サービスの提供

        資源の有効再生

３．本環境経営方針は、全従業員に、周知すると共に、社外にも公開します。

制　定：２００８年１１月１９日

改　訂：２０２０年１０月　１日

東海金属有限会社

代表取締役社長　福田英幸　



４．環境経営目標と実績

基準値

（基準年度:2018年度） 2022 2023 2024

電力使用量 基準値に対し 0.5 ％削減 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 1 ％削減

602 0.441

kWh／年 （東電）

ガソリン 基準値に対し 0 ％削減 実績に対し 0 ％削減 実績に対し 0 ％削減

816 2.32

<L／年>

軽油　 基準値に対し 0.5 ％削減 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 1 ％削減

5,543 2.58

　<L／年>

16,460

kg-CO2／年

再資源化率

100

％

※ ガソリン使用量の中長期目標の基準年値は（2021年度の月平均68L*12か月）816Ｌとした。

年度 年度

２０２２年度 環境経営目標と実績

Ｎｏ 環境方
針項目

環境経営
目標項目

CO2
換算係数 年度

年度目標 中長期目標
実績 評価

1

二酸化
炭素排
出量の
削減

1）電力使用
量の削減

599 596

CO2総量計

（kg-CO2）

16,387 16,314

553

kWh

882

L

○

×

○

kg-CO2

L／年以下L

3,361

2
1）廃棄物
排出量
の削減

紙使用量 紙使用量 紙使用量

ごみリサイクル ごみリサイクル ごみリサイクル

〇
排出量微量によ
り数値目標設定

しない できた

廃棄物
排出量
の削減

生活用水節水

596

kWh／年以下 kWh／年以下 kWh／年以下

2）化石燃料
使用量
の削減

5,515 5,488 5,488

L／年以下 L／年以下 L／年以下

816 816 816

L／年以下 L／年以下

〇

16,314

kg-CO2／年以下 kg-CO2／年以下 kg-CO2／年以下
○

10,961

※ガソリンは2021年3月より営業車として使用

※年度表記は4月～3月の会計年度と同一

100

％ ％ ％

3 水使用量の削減
地下水利用数値
目標設定しない できた

100.0

％

〇

※二酸化炭素排出係数は2020年東京電力エナジーパートナー実績の調整後排出係数0.441kg-CO2/kWhを適用した。

4
資源の
有効
再生

仕入非鉄金属
の再資源化率

の推進

100 100

洗車用水節水 洗車用水節水 洗車用水節水

生活用水節水 生活用水節水



評価 取組結果コメント

*不在時の消灯

*省エネタイプの

蛍光灯等の使用

*エアコンの温度管

理

*エコドライブの遂

行

*価格の安いＧＳの

利用

*車両点検整備

*一般廃棄物の削減

*生活用水の節水

*排出量の削減

次年度の取り組

み内容

1.  二酸化炭

素排出量の

削減

2.廃棄物排

出量削減活

動の推進

3.節水活動

の推進

４.資源の有

効再生

仕入非鉄金属の

再資源率の推進

*非鉄金属リサイク

ル率

目標項目 取組項目 具体的活動内容

取組結果の評価

①電力消費量の

削減

②ガソリン等消

費量の削減

△

△

同上

同上

６.　環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

　　　　　　　　　　　※　評価凡例：○全て実施　△1部実施　×未実施

軽油は環境活動計画に基づき実施

した結果目標を達成することがで

きた。ガソリンは2021年度の3月

から使用で今年度までの実績を確

認し目標設定する。

目標値達成したが、まだ改善の余

地ありの判断により。環境活動計

画に基づき実施した結果目標を達

成することができた。車両点検に

一部改善余地あり。

前年取組内容継

続

同上

同上○

○

○

仕入非鉄金属購入商品をさらに分

別リサイクル率１００％を維持

前年度未達成だった為、日々節水

を心がけ達成した。

極力廃棄物を出さぬような商品を

購入分別等も心掛けた。



チェック日 結果

変更の必要性

1 環境経営方針 無

2 環境経営目標 無

3 環境経営計画 無

4 環境実施体制 無

７．環境関連法規等の遵守状況の確認・評価結果及び違反、訴訟等の有無
1）　環境関連法規の違反
　　　　　当社に適用させる環境関連法規等については、2022年10月12日遵守状況
　　　　　点検の結果、問題ないことを確認した。

代表者による

全体評価コメント

①エコアクション２１による環境経営システムを構築し、認証登録から14年を経過

しました。EA21のシステムを回してきたことで環境の負荷の削減とともに経費削減

にもなりました。

②その他、以前から目標実施項目については、取組内容を継続してやってまいりま

したが、まだ一部に目標達成はしたものの至らないものも有る為、再度これらの事

項を達成すべく努力し、担当者等とよく打ち合わせ推進していきたいと思います。

見直し項目 変更の指示事項

    2022年11月21日代表者による全体評価及び見直しを行った結果、以下の通りです。

８.　代表者による全体評価・見直しの結果

見直しのために提出し

た情報

①　環境経営目標の達成状況

②　環境経営計画の実施結果

③　環境関連法規等の遵守状況

④　外部からの苦情、要望等

環境関連法規等名称

廃棄物の処理及び清掃に関する法律
（廃棄物処理法）(一般廃棄物の処理)

廃棄物の処理及び清掃に関する法律
(廃棄物処理法)（産業廃棄物の適正処理）

（2）　訴訟等
　　　　　当社の環境管理に対する利害関係者からの訴訟又は関係当局からの指摘等は過去３年間
　　　　　ありません。また、今回の活動期間中には外部からの苦情はありませんでした。

特定家庭用機器再商品化法
（家電リサイクル法）

使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関する法律
（小型家電リサイクル法）

使用済自動車の再資源化等に関する法律
（自動車リサイクル法）

2022/10/12
自動車から排出される窒素酸化物及び粒子状物質の特定地
域における総量の削減等に関する特別措置法（自動車ＮＯｘ・

ＰＭ法）

廃棄物

リサイクル

大気

遵守状況確認・評価

2022/10/12

〇

〇

〇

〇

2022/10/12 〇

2022/10/12

2022/10/12

2022/10/12

〇

区により名称が異なる、条例



（別紙）

　　　非鉄金属原料リサイクル業務フロー図

非鉄メーカー

｛排出事業者｝

非鉄金属原料 (有価物)

リサイクル同業者・輸出業者

社
内
工
程

販売

倉庫入庫

分別

加工（プレス・切断）

一時保管

出荷

自社・他社運搬

買い取り

自社・他社運搬


